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編 集 後 記

「量子コンピュータ」で画像検索すると金メッキで輝く希釈冷凍機の写真がずらりと並びます。ヘリウム 4とヘリウム 3の混合液

体を使ってミリケルビンの極低温を作る冷凍機です。こんな大がかりで学術研究でしか使われなさそうだった装置が，産業で，そ

れもコンピュータの一部として使われるようになるとは，私が低温物理学の講義を受けた頃には想像もしませんでした。「量子」と

いう言葉は本当に身近になり，そんな時代を象徴するように 2025年は国際量子科学技術年とされました。本号の出版は翌年になり

ましたが，記念すべき年に量子に関する特集号の編集に携われたことを嬉しく思います。ご執筆いただきました先生方に心より感

謝申し上げます。 （吉澤俊介）

本年度のノーベル物理学賞「for the discovery of macroscopic quantum mechanical tunnelling and energy quantisation in an electric

circuit」に象徴されるように，量子スピンの基礎研究は量子ビットなど多様な分野へ発展しています。一方，室温・大気圧下で容易

に利用できる量子コンピューターの実現には，依然として多様な量子材料の基礎研究開発が必要です。本特集は，表面や真空に関

わる研究者の皆様に量子材料開発の現状と課題を共有し，新たな研究への一歩となることを願い企画しました。 （山田豊和）

量子ビットや量子センサーを実現する材料研究は，いままさに大きく動き出しています。本特集号では，その最前線を表面科学

の視点から俯瞰する試みを行いました。プローブ顕微鏡を活用した研究が複数含まれており，STMを用いて表面磁性をテーマに取

り組んできた私自身にとっても刺激の多い内容でした。量子技術の未来を思い描きながら，読者の皆様にも新たな視点を得ていた

だければ幸いです。執筆者の先生方に心より御礼申し上げます。 （白木　将）
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次号予告　第 69巻第 3 号

（特集　ナノスケール相転移現象の物理と化学）
（2026 年 3月 10 日発行）

巻　頭　言 「物理と化学の融合」から 30 年 松田　巌（東大物性研）

総 合 報 告 Reactivity of Metal Surfaces–From Flat and Stepped Surfaces to Particle Surfaces Jeffrey Tanudji（大阪大学）他

研 究 紹 介 カイラリティ選択的カーボンナノチューブ融合現象とそのメカニズム 宮内雄平（京都大学）

グラフェン担体への軽元素ドーピングによる触媒特性制御 國貞雄治（北海道大）他

中赤外パルスによる振動励起を用いた分子性結晶のフロッケエンジニアリング 宮本辰也（名古屋工業大）他

Si（111）基板上の In 超薄膜の合金化/層数変化による構造変化と電子状態 寺川成海（大阪大）他

単原子層超伝導における乱れと量子相転移 佐藤優大（東大物性研）他

Bi（111）薄膜の表面緩和による “トポロジカル・ブロッキング” 伏屋雄紀（神戸大院理）他
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